
 

令和 6 年度 

海陽町地域公共交通会議 
 

日 時 令和 6 年 7 月３ ０ 日（ 火）  

午後２ 時～ 

場 所 阿波海南文化村 文化館 

大会議室 

 

１  開 会 

 

２  あいさつ 

 

３  委員紹介【資料１ 】 

 

４  会長 の選任について【資料２ 】  

 

５  町営バスの現状について【資料３ 】 

 

６  徳島バス南部の現状について【資料４ 】 

 

７  町営バス及び南部バスの必要性について【資料５ 】 

 

８  町営バス久尾線の路線変更について【資料６ 】 

 

９  町営バスへの要望について【資料７ 】 

 

10  その他 

 

11  閉 会 

 

 



資料１

氏　名 所属及び役職等

1 市町村長 （ 県知事） 又はそ

の指名する者

１ 地域公共交通会議を主宰する

市町村長 又は都道府県知事そ

の他の地方公共団体の長 横　考志 海陽町副町長

2 一般乗合旅客自動車運送

事業者
長 井　信吾

徳島バス南部株式会社

取締役社長

3 一般貸切（ 乗用） 旅客自

動車運送事業者
西山　達也

海南観光タクシー有限会社

代表取締役

4 社団法人
重本　錦二

一般社団法人徳島県バス協会

専務理事

山田　尚央 伊勢田地区民生児童委員

佐川　済昭 大内・村山地区民生児童委員

藤塚　文弥 平井地区民生児童委員

櫛田　惠子 中山・櫛川地区民生児童委員

田中　光枝 船津・久尾地区民生児童委員

辻　　芳昭 川東地区公民館長

成田　愛治 川上地区公民館長

大東　正人 浅川地区公民館長

乃一　俊治 海部地区公民館長

由木　和幾 宍喰地区公民館長

6 運輸局長 （ 運輸支局長 ）

又はその指名する者

4 地方運輸局長
山本　美恵子

四国運輸局徳島運輸支局

首席運輸企画専門官

7 一般旅客自動車運送事業

者の事業用自動車の運転手

が組織する団体

5 一般旅客自動車運送事業者

の事業用自動車の運転手が組

織する団体
なし

8 道路管理者 6 道路管理者
武田　直久

徳島県南部総合県民局県土整備部

予防保全・管理担当課長

9 都道府県警察 7 都道府県警察
井上　拓 牟岐警察署地域交通課長

10 学識経験者その他の交通会

議が必要と認める者

8 学識経験を有する者その他の

地域公共交通会議の運営上

必要と認められる者
武市　元治

徳島県南部総合県民局

地域創生防災部次長

令和６ 年度　海陽町地域公共交通会議委員名簿

施行規則第9条の3国のモデル要綱

一般乗合旅客自動車運送事

業者その他の一般旅客自動車

運送事業者及びその組織する

団体

住民又は旅客

２

３5 住民又は利用者の代表
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                                  資料 2 
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会長 の選任について 

 

 

海陽町地域公共交通会議設置要綱第５ 条第１ 項「交通会議に会長 を置き、会長 に

は海陽町長 又はその指名する者を充てる。」 

 

 

 

 

 

会 長  

 

海陽町副町長     横   考 志 
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資料 3 

 
 
 
 
 
 
 

町営バスの現状について 
 
 
 
 
 
 



 

４  

 

 

 

町営バスの沿革について 

 

 

◎海陽町の町営バスの運行は、旧徳島バスの運行撤退により、それを引き継ぐ形で運行を開始 

◎当初、旧海南町内の平井・皆ノ瀬・相川線の３ 路線と旧宍喰町内の久尾線の１ 路線が、代

替バス路線として県の補助を受け運行 

◎平成１ ２ 年のまぜのおか・温水プールのオープンにあわせて、浅川巡回線の運行を開始 

◎平成２ ０ 年３ 月末で皆ノ瀬線を廃止、平成２ ０ 年４ 月から海部線の運行を開始 

◎平成２ ３ 年４ 月に運賃の値下げを実施 

◎平成２ ４ 年１ 月から、老朽化したバス３ 台を小型の新車３ 台に入れ替え運行を開始 

◎平成２ ７ 年４ 月から、海部線を上下１ 便増便、久尾線を｢宍喰診療所前｣まで路線延長  

◎平成２ ９ 年１ 月から、老朽化したバス１ 台を新車に入れ替え運行を開始 

◎平成３ ０ 年１ 月から、老朽化したバス１ 台を新車に入れ替え運行を開始 

◎平成３ １ 年２ 月から、海部線を｢櫛川上｣まで、浅川巡回線を｢大山｣まで延長  

◎令和３ 年５ 月から、平井線・相川線を「海部公民館前」まで路線延長  

◎令和４ 年１ 月から、老朽化したバス２ 台を新車に入れ替え運行を開始 

◎令和５ 年２ 月から、浅川巡回線「大山」を予約運行へ改定 

◎令和６ 年４ 月から、道の駅｢宍喰温泉｣バス停留所を移設し、他の公共交通機関停留所と集

約化 

◎現在は、平井線・相川線・浅川巡回線・海部線・久尾線の５ 路線を運行中 

 

 

 

 



◎道の駅宍喰温泉のバス 停集約について 

令和 6 年 4 月 1 日（ 月） よ り 、 町営バス【 道の駅｢宍喰温泉｣】 と 徳島バス 南部(株)【 宍喰

温泉前】 のバス 停留所を既存のＤ ＭＶ・ 高速バス 停留所の位置へ移動し 、乗客がス ムーズに

乗り 継ぎでき る よ う 利便性の向上を図っている と こ ろです。  

ま た、時刻表では周辺地域への周遊促進に繋がる よ う に、町営バス では船津キャ ンプ場方

面、徳島バス 南部(株)ではマリ ンジャ ム方面と 記載し 乗客にわかり やすく 表示し ており ま す。 

観光協会では、のり ばや乗継ぎ時刻がわかり やすく なり 、利用し やすく なったなどの声が

聞こ えており ま す。  

 

 

 

 

 

 

 



単位: 人

平井線 相川線 浅川巡回線 海部線 久尾線 合計

合計 3,103 1 ,649 957 1 ,386 992 8,087

対前年度比 118.8% 110 .0% 99.9% 93 .8% 82 .6% 104 .4%

輸送人員比率 38.4% 20.4% 11.8% 17.1% 12 .3% 100 .0%

単位: 人

令和5年度　町営バス輸送人員数

路線別輸送実績の推移

Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R3 R4 R5

平井線 10,44 9,854 10,12 8,535 7,482 9,349 8,372 5,526 6,185 5,352 4,381 3,670 3,478 3,219 3,376 2,905 3,381 3,107 2,832 2,611 3,103

相川線 7,372 7,157 5,264 5,436 5,193 4,991 4,159 4,809 4,277 3,936 2,870 3,197 3,000 3,424 3,505 2,539 2,169 2,229 1,532 1,499 1,649

久尾線 3,705 3,669 3,712 3,712 3,183 4,489 2,602 2,375 3,010 2,863 2,457 2,378 2,136 2,185 2,028 996 1,073 1,157 940 1,201 992

浅川巡回線 4,273 4,445 4,322 4,808 4,668 4,755 2,706 2,510 2,661 2,244 2,138 1,944 2,289 1,941 1,303 1,661 1,409 1,292 1,078 958 957

海部線 740 624 668 863 830 741 1,434 1,630 1,557 1,487 1,613 1,352 1,650 1,478 1,386

皆ノ瀬線 1,858 1,539 1,686 1,411 1,360 1,238

合計 27,65 26,66 25,10 23,90 21,88 24,82 18,57 15,84 16,80 15,25 12,67 11,93 12,33 12,39 11,76 9,588 9,645 9,137 8,032 7,747 8,087

27,657
26,664

25,104
23,902

21,886

24,822

18,579

15,844
16,801

15,258

12,676
11,930

12,337 12,399
11,769

9,588 9,645
9,137

8,032
7,747
8,087

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000
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単位:人

上り 平井線 相川線 浅川巡回線 海部線 久尾線 便別平均

始発便 1.82 1 .49 0 .78 1 .02 0.50 1 .12

２ 便 1.74 1 .37 0 .35 1 .51 1.00 1 .19

３ 便 0.72 0 .47 － － 0.22 0 .47

最終便 0.10 0 .05 0 .32 － 0.03 0 .13

上り平均 1.10 0.85 0 .48 1 .27 0 .44 0 .75

下り 平井線 相川線 浅川巡回線 海部線 久尾線 便別平均

始発便 0.32 0 .21 0 .13 0 .60 0.29 0 .31

２ 便 1.81 1 .01 0 .48 1 .28 0.83 1 .08

最終便 2.11 0 .79 0 .69 － 0.38 0 .99

下り平均 1.41 0.67 0 .43 0 .94 0 .50 0 .74

全体 1.23 0.77 0 .46 1 .10 0 .46 0 .75

令和５ 年度　町営バス路線別平均乗車人数

令和５ 年度　路線別の利用便内訳

42%

40%

16%

2%

平井線【上り】

始発

２便

３便

最終便

7%

43%

50%

平井線【下り】

始発

２便

最終便

44%

41%

14%

1%

相川線【上り】

始発

２便

３便

最終便

11%

50%

39%

相川線【下り】

始発

２便

最終便
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53%
27%

20%

浅川線【上り】

始発

２便

最終便

9%

39%52%

浅川線【下り】

始発

２便

最終便

29%

57%

13%

1%

久尾線【上り】

始発

２便

最終便

最終便

19%

56%

25%

久尾線【下り】

始発

２便

最終便

41%

59%

海部線【上り】

始発

最終便

32%

68%

海部線【下り】

始発

最終便
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単位: 千円

歳出（ Ｂ ） 差引き（ 一般財源）

県補助金 運賃収入 計 運行経費 （ Ａ ） -（ Ｂ ）

平成23年度 4,247 4 ,913 9 ,160 24 ,619 ▲ 15 ,459

平成24年度 4,144 4 ,614 8 ,758 24 ,076 ▲ 15 ,318

平成25年度 6,714 3 ,402 10 ,116 24 ,556 ▲ 14 ,440

平成26年度 7,106 3 ,431 10 ,537 25 ,327 ▲ 14 ,790

平成27年度 7,560 3 ,191 10 ,751 25 ,818 ▲ 15 ,067

平成28年度 6,656 3 ,310 9 ,966 26 ,593 ▲ 16 ,627

平成29年度 6,409 2 ,756 9 ,165 25 ,674 ▲ 16 ,509

平成30年度 5,558 2 ,740 8 ,298 26 ,946 ▲ 18 ,648

令和元年度 7,644 2 ,831 10 ,475 31 ,051 ▲ 20 ,576

令和２ 年度 6,145 2 ,517 8 ,662 28 ,229 ▲ 19 ,567

令和３ 年度 5,920 2 ,230 8 ,150 28 ,740 ▲ 20 ,590

令和４ 年度 7,032 2 ,046 9 ,078 28 ,479 ▲ 19 ,401

令和５ 年度 8,677 2 ,130 10 ,807 28 ,566 ▲ 17 ,759

町営バス運行の収支状況の推移

歳入（ Ａ ）

8%

30%

62%

令和５年度収入内訳【28,566千円】

町営バス運賃収入 県補助金 一般財源

76%

3%

15% 4%

2%

令和５年度支出内訳【 28,566千円】

人件費 修繕費 燃料費 税金・保険・検査料 その他
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R6.4 .1 現在

種別 登録番号
乗車

定員
車名 燃料

登録

年月日

経過

年数

走行距離

(km ）

年間平均

走行距離

普通 徳島200さ590 15 トヨタ　ハイエース 軽油 H24.1 .16 12 .2 492 ,386 40,360

普通 徳島200さ751 23 日野　リエッセⅡ 軽油 H29.1 .18 7 .2 430,251 59,757

普通 徳島200す792 25 日野　リエッセⅡ 軽油 H29.12.25 6 .3 423 ,234 67 ,180

普通 徳島200さ591 15 トヨタ　ハイエース 軽油 H24.1 .16 12 .2 426 ,132 34,929

普通 徳島200さ919 14 トヨタ　ハイエース 軽油 R4.1 .5 2 .2 70 ,283 31,947

浅川巡回線
海部線

普通 徳島200さ920 14 トヨタ　ハイエース 軽油 R4.1 .5 2 .2 95 ,857 43,571

※海陽町営バス　運行路線　５ 路線　バス６ 台にて運行（ 予備車両　２ 台）

久尾線と浅川・海部線各1台をR4.1 .5に更新　　車両購入費計　8,128 ,422円

町営バス　車両一覧表

平井線

相川線

久尾線
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徳島バス南部の現状について 
 
 
 
 
 
 



起点 経由地 終点 R2 R3 R4 R5

22 牟岐線 牟岐 水床トンネル　甲浦新道
海の駅

東洋町
3.0 13 ,0 50 8 ,0 18 7 ,6 25 8 ,0 04

23 牟岐線 牟岐 竹ヶ島　甲浦旧道
海の駅

東洋町
1.0 4 ,536 2 ,8 52 2 ,6 71 2 ,9 53

24 牟岐線 牟岐 宍喰駅　竹ヶ島　甲浦旧道
海の駅

東洋町
0.5 2 ,750 1 ,6 87 1 ,6 19 1 ,7 93

25 牟岐線 牟岐 水床トンネル　甲浦旧道
海の駅

東洋町
0.5 2 ,360 1 ,4 39 1 ,3 56 1 ,4 48

26 牟岐線
宍喰祇

園通り
宍喰駅　竹ヶ島　甲浦旧道

海の駅

東洋町
0.5 1 ,638 857 938 1 ,1 37

27 牟岐線 牟岐 海南病院　水床トンネル　甲浦新道
海の駅

東洋町
1.5 6 ,451 3 ,9 93 3 ,8 40 4 ,0 92

28 牟岐線 牟岐 海南病院　竹ヶ島　甲浦旧道
海の駅

東洋町
1.0 5 ,980 3 ,7 10 3 ,7 66 4 ,1 76

29 牟岐線 牟岐 海南病院　宍喰駅　竹ヶ島　甲浦旧道
海の駅

東洋町
2.0 12 ,8 67 7 ,3 01 7 ,7 38 8 ,4 20

30 牟岐線 牟岐 海南病院　竹ヶ島　甲浦新道
海の駅

東洋町
1.5 7 ,576 4 ,7 41 4 ,6 75 5 ,1 92

31 牟岐線 牟岐 海南病院　宍喰駅　竹ヶ島　甲浦新道　
海の駅

東洋町
2.0 12 ,5 78 7 ,3 44 7 ,6 53 8 ,3 88

13 .5 69 ,7 86 41 ,9 42 41 ,8 81 45 ,6 03

6 0 .1 % 99 .9 % 1 08 .9 %

合　計

対前年比（ 路線全体）

徳島バス南部（ 株） 年度別輸送人員実績

系統

№

路線名
（ 地区名）

運行系統 運行

回数

（ 1日）
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資料 5  

 

町営バス及び南部バスの必要性について 

 

本町の町営バスは、主に山間部過疎地域の、他に公共交通手段のない住民を対象として運行

をしているが、人口減少に伴い、バス利用者も減少している。 

これまで、利用者の増加や経営改善に向けて、運賃の改定や運行形態の見直し、二重路線の

廃止・バスの小型化等によるコスト削減等を図ってきた。 

利用者の多くが高齢者の方で医療機関への通院や買い物に利用されていることや学校の統廃

合によって広くなった校区の通学にも利用されていることを考えると福祉的・教育的な観点から運営

もやむを得ないが、経営感覚をもった運営も求められる。 

 

また、主に国道 55 号を運行している徳島バス南部については、県立海部高校、Ｊ Ｒ 牟岐駅や

県立海部病院への移動など、大きな役割を担っており、住民の重要な移動手段となっている。 

 

過疎地域に住む他に公共交通手段を持たない住民に対し、交通手段を確保することも行政の

責務であることから、今後の町営バスの運行については、次の取り組み方針（ 案） により運行を継

続したいと考えている。 

 

 

運行継続に向けた取り組み方針について（ 案）  

                                         

１ ． 社会情勢の変化に的確に対応し、Ｄ ＭＶ と鉄道とバスなど、他の公共交通機関との連携を

図り、新たな地域公共交通網の形成をめざす。 

 

２ ． 地域のニーズに合わせ、運行形態を柔軟に見直し、利用者の利便性を向上させることで、利

用者の増加を図る。 

 

３ ． 車両施設の適正管理に努め、更なるコスト削減を図る。 

 

４ ． 住民の利便性を確保するため、徳島バス南部の路線維持に必要な支援を行う。 
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町営バス久尾線の路線変更について 

 

 

 

 

 

 



海陽町営バス路線図（ 久尾線）

（ 令和３ 年５ 月1 日改正）

×

（ 令和６ 年改正案）

阝

阝



現行《時刻表》　　日曜日及び正月3 ヶ日は全便運休

停留所 1便 2便 3便 4便 停留所 2便 3便 4便

久 尾 07 :14 10 :30 13 :26 17 :35 宍 喰 診 療 所 前 09 :41 12 :37 16 :46

畑 口 07 :16 10 :32 13 :28 17 :37 道の駅「宍喰温泉」 09 :42 12 :38 16 :47

杭 ノ 瀬 07 :18 10 :34 13 :30 17 :39 宍 喰 祇 園 通 り 09 :44 12 :40 16 :49

船 津 07 :22 10 :38 13 :34 17 :43 久 保 09 :45 12 :41 16 :50

ト ン ネ ル 口 07 :26 10 :42 13 :38 17 :47 宍 喰 庁 舎 前 09 :47 12 :43 16 :52

中 谷 口 07 :32 10 :48 13 :44 17 :53 宍 喰 駅 09 :48 12 :44 16 :53

猪 ノ 鼻 上 07 :34 10 :50 13 :46 17 :55 日 比 原 09 :51 12 :47 16 :56

猪 ノ 鼻 07 :36 10 :52 13 :48 17 :57 大 野 09 :52 12 :48 16 :57

塩 深 上 07 :38 10 :54 13 :50 17 :59 八 山 09 :53 12 :49 16 :58

塩 深 下 07 :40 10 :56 13 :52 18 :01 安 井 09 :54 12 :50 16 :59

角 坂 上 07 :42 10 :58 13 :54 18 :03 芥 附 09 :55 12 :51 17 :00

角 坂 下 07 :43 10 :59 13 :55 18 :04 角 坂 下 09 :56 12 :52 17 :01

芥 附 07 :44 11 :00 13 :56 18 :05 角 坂 上 09 :57 12 :53 17 :02

安 井 07 :45 11 :01 13 :57 18 :06 塩 深 下 09 :59 12 :55 17 :04

八 山 07 :46 11 :02 13 :58 18 :07 塩 深 上 10 :01 12 :57 17 :06

大 野 07 :47 11 :03 13 :59 18 :08 猪 ノ 鼻 10 :03 12 :59 17 :08

日 比 原 07 :48 11 :04 14 :00 18 :09 猪 ノ 鼻 上 10 :05 13 :01 17 :10

宍 喰 駅 07 :51 11 :07 14 :03 18 :12 中 谷 口 10 :07 13 :03 17 :12

宍 喰 庁 舎 前 07 :52 11 :08 14 :04 18 :13 ト ン ネ ル 口 10 :13 13 :09 17 :18

久 保 07 :54 11 :10 14 :06 18 :15 船 津 10 :17 13 :13 17 :22

宍 喰 祇 園 通 り 07 :55 11 :11 14 :07 18 :16 杭 ノ 瀬 10 :21 13 :17 17 :26

道の駅「宍喰温泉」 07 :57 11 :13 14 :09 18 :18 畑 口 10 :23 13 :19 17 :28

宍 喰 診 療 所 前 07 :58 11 :14 14 :10 18 :19 久 尾 10 :25 13 :21 17 :30

下

り

　

　

久

尾

方

面

行

き

上

り

　

　

宍

喰

方

面

行

き

改正案《時刻表》　　日曜日及び正月3ヶ日は全便運休

停留所 1便 2便 3便 4便 停留所 2便 3便 4便

久 尾 07 : 13 10: 30 13: 26 17: 35 宍 喰 診 療 所 前 09 : 41 12 : 37 16 : 46

畑 口 07 : 15 10: 32 13: 28 17: 37 道 の 駅 「 宍 喰 温 泉 」 09 : 42 12 : 38 16 : 47

杭 ノ 瀬 07 : 17 10: 34 13: 30 17: 39 宍 喰 祇 園 通 り 09 : 44 12 : 40 16 : 49

船 津 07 : 21 10: 38 13: 34 17: 43 久 保 09 : 45 12 : 41 16 : 50

ト ン ネ ル 口 07 : 25 10: 42 13: 38 17: 47 宍 喰 庁 舎 前 09 : 47 12 : 43 16 : 52

中 谷 口 07 : 31 10: 48 13: 44 17: 53 宍 喰 駅 09 : 48 12 : 44 16 : 53

猪 ノ 鼻 上 07 : 33 10: 50 13: 46 17: 55 日 比 原 09 : 51 12 : 47 16 : 56

猪 ノ 鼻 07 : 35 10: 52 13: 48 17: 57 大 野 09 : 52 12 : 48 16 : 57

塩 深 上 07 : 37 10: 54 13: 50 17: 59 八 山 09 : 53 12 : 49 16 : 58

塩 深 下 07 : 39 10: 56 13: 52 18: 01 安 井 09 : 54 12 : 50 16 : 59

角 坂 上 07 : 41 10: 58 13: 54 18: 03 芥 附 09 : 55 12 : 51 17 : 00

角 坂 下 07 : 43 11: 00 13: 56 18: 05 角 坂 下 09 : 56 12 : 52 17 : 01

芥 附 07 : 44 11: 01 13: 57 18: 06 角 坂 上 09 : 58 12 : 54 17 : 03

安 井 07 : 45 11: 02 13: 58 18: 07 塩 深 下 10 : 00 12 : 56 17 : 05

八 山 07 : 46 11: 03 13: 59 18: 08 塩 深 上 10 : 02 12 : 58 17 : 07

大 野 07 : 47 11: 04 14: 00 18: 09 猪 ノ 鼻 10 : 04 13 : 00 17 : 09

日 比 原 07 : 48 11: 05 14: 01 18: 10 猪 ノ 鼻 上 10 : 06 13 : 02 17 : 11

宍 喰 駅 07 : 51 11: 08 14: 04 18: 13 中 谷 口 10 : 08 13 : 04 17 : 13

宍 喰 庁 舎 前 07 : 52 11: 09 14: 05 18: 14 ト ン ネ ル 口 10 : 14 13 : 10 17 : 19

久 保 07 : 54 11: 11 14: 07 18: 16 船 津 10 : 18 13 : 14 17 : 23

宍 喰 祇 園 通 り 07 : 55 11: 12 14: 08 18: 17 杭 ノ 瀬 10 : 22 13 : 18 17 : 27

道 の 駅 「 宍 喰 温 泉 」 07 : 57 11: 14 14: 10 18: 19 畑 口 10 : 24 13 : 20 17 : 29

宍 喰 診 療 所 前 07 : 58 11: 15 14: 11 18: 20 久 尾 10 : 26 13 : 22 17 : 31
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資料 7  

 

 

 

 

 

 

 

町営バスへの要望について 

 

 

 

 

 

 



（ １ ） ご年齢を教えてく ださ い。 単位/名 （ ２ ） 性別を教えてく ださ い。 単位/名

（ ４ ） （ ３ ） で【 いいえ】 と 答えた方に質問し ま す｡利用さ れない

（ ３ ） 海陽町営バス を ご利用さ れたこ と はあり ま すか。    理由をお答えく ださ い｡

（ ５ ） 町営バス を利用する にあたり 、 ど のよ う なご要望があり ま すか。 単位/件

7

74

0

10

20

30

40

50

60

70

80

男 女

74%

4%

8%

14%

自家用車を運転する バイ ク を運転する 家族が運転する 無回答

15

4

32

6

3

17

23

0 5 10 15 20 25 30 35

無回答

その他

便数は減っても よ いから 、 目的地へ直接行ける よ う にし てほし い

途中で乗継ぎでも よ いから 、 運行便数を増やし てほし い

路線を限定し ても よ いから 、 早く 着く よ う にし てほし い

車両を小さ く し 、 集落内に入る き め細かいルート での運行し てほし い

バス 停を増やすなど 、 自宅付近で乗降でき る よ う にし てほし い

６ 月２ ０ 日（ 木） から ７ 月２ ３ 日（ 火） の間で開催し ていま し た中山間地域である 、 宍喰地区【 芥附・ 久尾・ 船津・ 角坂・ 塩深】 と

川上地区【 大比・ 小川・ 平井・ 神野・ 相川】 のいき いき サロ ンへ同行さ せていただき 、 「 海陽町営バス に関する アンケート 調査」 を 実施し

ま し た。 宍喰地区では２ ９ 名、 川上地区では５ ２ 名、 全体で８ １ 名の方にご協力いただき ま し た。

●調査の目的

本調査は、 今後の町営バス のあり 方について、 主に中山間地域で生活さ れる 住民の方の利用状況や改善要望など を把握し 、 よ り 良い

公共交通体系を検討する ための基礎資料と し ま す。

40%

60%

はい いいえ

全 体

1

5

35

30

10

0

5

10

15

20

25

30

35

40

40代 60代 70代 80代 90代



（ ６ ） 現在、 自動車を 運転し ていま すか。 単位/名 （ ７ ） 運転免許証の返納について考えていま すか。 単位/名

● 運転手と し て参加し よ う と 思いま すか。 単位/名 ● 利用客と し て参加し よ う と 思いま すか。 単位/名

（ １ ） ご年齢を教えてく ださ い。 単位/名 （ ２ ） 性別を教えてく ださ い。 単位/名

（ ４ ） （ ３ ） で【 いいえ】 と 答えた方に質問し ま す｡利用さ れない

（ ３ ） 海陽町営バス を ご利用さ れたこ と はあり ま すか。    理由をお答えく ださ い｡

48

32

1

0

10

20

30

40

50

60

はい いいえ 無回答

6 7

36

0

5

10

15

20

25

30

35

40

返納予定 迷っている 予定なし

6

29

11

3

0

5

10

15

20

25

30

35

はい いいえ わから ない 無回答

35

11

18 17

0

5

10

15

20

25

30

35

40

はい いいえ わから ない 無回答

（ ８ ） 地域の共助･互助によ る 移動手段を確保する ため、 ご自身が運転手と なって、 自家用車で地域のみなさ んを送迎する など の支え合う 仕

組みが新聞やニュ ース で取り 上げら れていま すが、 ど う 思われま すか。

宍 喰 地 区

2

9

13

5

0

2

4

6

8

10

12

14

60代 70代 80代 90代

3

26

0

5

10

15

20

25

30

男 女

48%
52%

はい いいえ

67%

0%

6%

27%

自家用車を運転する バイ ク を運転する 家族が運転する 無回答



（ ５ ） 町営バス を利用する にあたり 、 ど のよ う なご要望があり ま すか。 単位/件

（ ６ ） 現在、 自動車を 運転し ていま すか。 単位/名 （ ７ ） 運転免許証の返納について考えていま すか。 単位/名

● 運転手と し て参加し よ う と 思いま すか。 単位/名 ● 利用客と し て参加し よ う と 思いま すか。 単位/名

（ ９ ） 日常生活で困っ ている こ と 、 その他ご意見・ ご提案があればご 自由にお書き く ださ い。

9

0

3

1

1

7

13

0 2 4 6 8 10 12 14

無回答

その他

便数は減っても よ いから 、 目的地へ直接行ける よ う にし てほし い

途中で乗継ぎでも よ いから 、 運行便数を増やし てほし い

路線を限定し ても よ いから 、 早く 着く よ う にし てほし い

車両を小さ く し 、 集落内に入る き め細かいルート での運行し てほし い

バス 停を増やすなど 、 自宅付近で乗降でき る よ う にし てほし い

15

13

12

12.5

13

13.5

14

14.5

15

15.5

はい いいえ

4

0

12

0

2

4

6

8

10

12

14

返納予定 迷っている 予定なし

2

9

3

2

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

はい いいえ わから ない 無回答

11

6

7

5

0

2

4

6

8

10

12

はい いいえ わから ない 無回答

（ ８ ） 地域の共助･互助によ る 移動手段を 確保する ため、 ご自身が運転手と なって、 自家用車で地域のみなさ んを 送迎する など の支え合う

仕組みが新聞やニュ ース で取り 上げら れていま すが、 ど う 思われま すか。

・ バス の時間を 考えてほし い

・ 自宅前で乗れる よ う にし てほし い … ２ 名

・ 小型車でいいので運行を続けてほし い

・ 今ま で通り の運行をし てほし い

・ 路線を残し てほし い

・ いつま でも バス を運行し てほし い

・ バス 停にト イ レ がほし い



（ １ ） ご年齢を教えてく ださ い。 単位/名 （ ２ ） 性別を教えてく ださ い。 単位/名

（ ４ ） （ ３ ） で【 いいえ】 と 答えた方に質問し ま す｡利用さ れない

（ ３ ） 海陽町営バス を ご利用さ れたこ と はあり ま すか。    理由をお答えく ださ い｡

（ ５ ） 町営バス を利用する にあたり 、 ど のよ う なご要望があり ま すか。 単位/件

川 上 地 区

1

3

26

17

5

0

5

10

15

20

25

30

40代 60代 70代 80代 90代

4

48

0

10

20

30

40

50

60

男 女

35%

65%

はい いいえ

76%

6%

9%
9%

自家用車を運転する バイ ク を運転する 家族が運転する 無回答

6

3

29

5

2

10

10

0 5 10 15 20 25 30 35

無回答

その他

便数は減っても よ いから 、 目的地へ直接行ける よ う にし てほし い

途中で乗継ぎでも よ いから 、 運行便数を増やし てほし い

路線を限定し ても よ いから 、 早く 着く よ う にし てほし い

車両を小さ く し 、 集落内に入る き め細かいルート での運行し てほし い

バス 停を増やすなど 、 自宅付近で乗降でき る よ う にし てほし い

グラ フ タ イ ト ル

※ その他の要望について

・ ガラ ガラ で運行する よ り も 曜日を決めて無料にし てみたら 良い

・ 帰り の待ち時間が長 い・ 病院から 買い物への移動手段がない

・ 曜日を を分け目的ご と に運行する のはいかがか

・ 正午頃帰る バス がほし い



（ ６ ） 現在、 自動車を 運転し ていま すか。 単位/名 （ ７ ） 運転免許証の返納について考えていま すか。 単位/名

● 運転手と し て参加し よ う と 思いま すか。 単位/名 ● 利用客と し て参加し よ う と 思いま すか。 単位/名

（ ９ ） 日常生活で困っ ている こ と 、 その他ご意見・ ご提案があればご 自由にお書き く ださ い。

33

19

0
0

5

10

15

20

25

30

35

はい いいえ 無回答

2

7

24

0

5

10

15

20

25

30

返納予定 迷っている 予定なし

（ ８ ） 地域の共助･互助によ る 移動手段を確保する ため、 ご自身が運転手と なっ て、 自家用車で地域のみなさ んを送迎する など の支え合う

仕組みが新聞やニュ ース で取り 上げら れていま すが、 ど う 思われま すか。

4

20

8

1

0

5

10

15

20

25

はい いいえ わから ない 無回答

24

5

11
12

0

5

10

15

20

25

30

はい いいえ わから ない 無回答

・ 車に乗れなく なったら 上小谷ま で来てほし い

・ 帰り の時間を増やし てほし い

・ も う 少し 安く 利用でき る 移動手段があれば良い

・ バス 停ま で遠いため利用でき ない

・ 近所の方に乗せても ら い買い物に出かけている が、 月に1度でも 電話を すれば家ま で迎えに来て欲し い

・ 午前中に帰宅でき る 便がほし い

・ 月に2回、 玉笠方面を運行し てほし い

・ 朝・ 昼・ 夕の3回は最低運行し てほし い

・ 年齢を決めて無料にする

・ 土日・ 祝日は半額

・ 高齢者が高齢者を 乗せて外出し ている が不安である

・ 買い物し ても 荷物を持ってバス 停へ行く こ と ができ ない

・ 無料チケッ ト を配布する

・ 都会では75歳以上が無料のと こ ろも ある

・ 今後も 町営バス を 運行し てほし い

・ JRと の連携も し っかり し てほし い

・ 電話予約でド ア toド アの仕組みにし てほし い

・ 運転免許証を返納し た後の不安が多々と ある … ２ 名

・ 出掛けたいと き に出掛けら れない

・ 予約制で予定を合わせて乗り 合いでき る よ う な体制が望ま し い

・ パソ コ ンやス マホで予約でき る よ う にし てほし い

・ 介護タ ク シーが高く 利用し にく い



●ま と め

■ 調査結果の要約

中山間地域では、 公共交通手段と し て主に町営バス と タ ク シーがあり ま す。 現在利用さ れている 方・ さ れていない方も 含

め、 今後の町営バス のあり 方を 検討する 中でど う すれば利便性を 高めら れる か、 住民の方の意見・ 要望を 確認する ために

調査し ま し た。

相川線・ 久尾線においては、 終日空便で運行する こ と も あり 、 対策を 検討する こ と が必要です。

■ 調査結果

・ 宍喰地区では、 ４ ８ ％の方が町営バス を 利用さ れたこ と があり 、 地区全体の要望と し ては「 バス 停を 増やすなど 、 自宅

付近で乗降でき る よ う にし てほし い」 が４ ５ ％を 占めており 、 続いて「 無回答」 が３ １ ％と なり ま し た。 無回答の方の意

見と し ては、 現状維持を 望む声も あり 、 電話など での予約制や新たな運行形態を 導入する こ と への不安の声も あり ま し た。

他に、 自宅近く のバス 停ま で距離が遠いや、 バス 停近く にト イ レ がほし い、 日曜日など の運休日にイ ベント がある と き は

バス を 運行し てほし いなど の要望も あり ま し た。

徳島バス 南部(株)に関し ても 、 宍喰から 牟岐へ行く ために利用し ている 方で、 Ｊ Ｒ 牟岐駅近く で降車でき ないため牟岐

営業所で降車し 歩いて移動し なければなら ない。 歩いての移動は遠いのでＪ Ｒ 牟岐駅付近で降車さ せてほし いと いう 要望

も あり ま し た。

ま た、 （ ８ ） の設問については、 自動車を運転さ れる 方が１ ５ 名いま すが、 運転手と し て参加し ま すかの問いに「 は

い」 と 答えた方は２ 名でし た。 やはり 、 運転に自信のない方や何かあっ たと き の負担が大き いと いう 意見が多かっ たです。

・ 川上地区では、 ３ ５ ％の方が町営バス を 利用さ れたこ と があり 、 地区全体の要望と し ては「 便数は減っ ても よ いから 、

目的地へ直接行ける よ う にし てほし い」 が５ ６ ％を 占めており 、 続いて「 バス 停を 増やすなど 、 自宅付近で乗降でき る よ

う にし てほし い」 と 「 車両を 小さ く し 、 集落内に入る き め細かいルート での運行を し てほし い」 がそれぞれ１ ９ ％と なり

ま し た。 自宅近く のバス 停ま で距離が遠く 利用でき ないや、 買い物し た帰り に荷物を持っ てバス 停へ行く ま でが遠い、 買

い物や診察のため出てき ても 、 それら が終わっ てから 帰る 便の待ち時間が長 いと いった相談から 、 乗客が乗っ ていない便

が目立つため予約制にし てはど う か、 バス 車両を ５ 人乗り 程度の小型車にし ても 良いのではなど の提案も あり ま し た。

ま た、 （ ８ ） の設問については、 自動車を運転さ れる 方が３ ３ 名いま すが、 運転手と し て参加し ま すかの問いに「 は

い」 と 答えた方は４ 名でし た。 今現在、 共助・ 互助によ り ド ラ イ バーと し て運転さ れている 方や、 出掛けたついでに依頼

さ れた物を購入し 家へ届けている 方も おら れま し たが、 年齢や距離など の問題も あ り 、 乗り 合わせによ る 運転について責

任が重いと いう 意見も あり ま し た。

■ 所感

今回のアンケ ート の結果では、 それぞれの地区において意見を 確認する こ と ができ ま し た。 路線やダイ ヤの見直し など 、

それぞれに見合っ た形で利便性の高い公共交通手段を 検討し ていき 、 今後の対策を 立てる こ と が必要だと 考えら れま す。
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 海陽町地域公共交通会議設置要綱 

 

（ 設置の目的）  

第１ 条 海陽町地域公共交通会議（ 以下「交通会議」という。） は、道路運送法（ 昭和２ ６ 年法律第

１ ８ ３ 号。以下「法」という。） の規定に基づき、海陽町における乗合バス等による住民の生活交通の利

便を図り、地域の実情に即した輸送体系の実現に必要な事項を協議するため設置する。 

 

（ 協議事項）  

第２ 条 交通会議は、次に掲げる事項を協議するものとする。 

( 1)  海陽町内の生活交通のあり方 

( 2)  具体的な路線等に係る運行の確保に関する計画についての調整 

(3)  その他生活交通の確保に関する必要な事項 

 

（ 交通会議の構成員）  

第３ 条 交通会議の委員は、次に掲げる者とする。 

( 1)  道路運送法施行規則（ 昭和２ ６ 年運輸省令第７ ５ 条、平成１ ８ 年一部改正） 第９ 条の３

により規定する者（ 別表） 。ただし、地域住民代表については、該当する案件により変更することを認

めるものとする。 

( 2)  その他交通会議が必要と認める者 

 

（ 任期）  

第４ 条 委員の任期は、年度毎の１ 年間とし再任を妨げない。 

２  補欠による委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（ 交通会議の運営）  

第５ 条 交通会議に会長 を置き、会長 には海陽町長 又はその指名する者を充てる。 

２  会長 は交通会議を代表し、会務を総括する。 

３  会長 に事故ある場合には、予め会長 が指名する者がその職務を代理する。 

４  交通会議は、会長 が招集し、会長 が議長 となる。 

５  交通会議は、委員の半数以上が出席しなければ、これを開くことができない。 

６  交通会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長 の決するところによる。 

７  会長 は必要があると認めるときは、委員以外の者を交通会議に出席させ、説明又は助言を求めることが

できる。 
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（ 協議結果の取扱い）  

第６ 条  交通会議において協議が調った事項については、関係者はその結果を尊重し、当該事項の誠実

な実施に努めるものとする。 

 

（ 報酬）  

第７ 条 委員に対する謝礼は、報酬として予算の範囲内で支給する。ただし、国家公務員法及び地方公

務員法で規定されている公の職にある者については、報酬を支払わないものとする。 

 

（ 庶務）  

第８ 条 交通会議の庶務は、海陽町住民環境課において処理する。 

 

（ 補則）  

第９ 条 この要綱に定めるもののほか、交通会議の運営に関し必要な事項は、交通会議において協議して

定める。 

 

附 則 

 この要綱は、平成１ ９ 年８ 月２ ４ 日から施行する。                                                 

附 則 

 この要綱は、平成２ ０ 年８ 月２ ５ 日から施行する。 

 附 則 

 この要綱は、平成２ ４ 年７ 月１ 日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成２ ７ 年４ 月１ 日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、令和５ 年４ 月１ 日から施行する。 
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別表（ 第３ 条関係）  

 

交通会議委員 

 １  町長 又はその指名する者 

 ２  一般乗合旅客自動車運送事業者 

 ３  一般貸切（ 乗用） 旅客自動車運送事業者 

 ４   社団法人徳島県バス協会 

 ５  地域住民又は旅客 

 ６  地方運輸局長 又はその指名する者 

 ７  一般乗合旅客自動車運送事業者の運転手が組織する団体 

 ８  その他に主宰する町長 が必要と認める者 

 


